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相 談 支 援 ・ 支 給 決 定 作 業 チ ー ム 報 告  

 

Ⅰ ． は じ め に  

 作 業 チ ー ム 検 討 範 囲  

 

当 作 業 チ ー ム で は 、 第 一 期 の 検 討 範 囲 と し て 、 自 己 決 定 支

援 ・ 相 談 支 援 （ 論 点 Ｃ － １ ） に つ い て 、 現 状 の 問 題 点 や 課 題

を 明 ら か に し 、 新 法 に お い て の あ る べ き 姿 に つ い て 検 討 を 行

っ た 。 現 在 の 障 害 者 の 相 談 支 援 事 業 に つ い て は 、 お も な 問 題

点 と し て は 、  

①  地 域 支 援 事 業 に 位 置 付 け ら れ て い る こ と 等 に よ り 、 市

町 村 に よ る 格 差 が 大 き い こ と 【 市 町 村 格 差 】  

②  相 談 支 援 事 業 に つ い て の 十 分 な 理 解 が 定 着 し て い な い

た め に 、 問 い 合 わ せ や 情 報 提 供 と い っ た 「 一 般 相 談 」

を イ メ ー ジ し た 体 制 整 備 に と ど ま り 、 具 体 的 な 生 活 を

支 援 す る た め の 踏 み 込 ん だ 訪 問 相 談 や 同 行 支 援 、 継 続

的 な 支 援 を 行 う の が 難 し い 状 況 に あ る こ と 【 相 談 支 援

体 制 の 不 備 】  

③  各 相 談 事 業 の 守 備 範 囲 に よ り 、 対 象 や 制 度 に 合 わ せ て

対 応 せ ざ る を え ず 、 限 定 的 な 支 援 と な っ て し ま う か 、

ま た は 他 の 相 談 機 関 に 「 た ら い ま わ し 」 に な り が ち で

あ る こ と 【 限 定 的 な 支 援 】  

④  手 帳 を 所 持 し て い な い 谷 間 の 障 害 に 十 分 に 対 応 で き て

い な い こ と 【 谷 間 の 障 害 へ の 未 対 応 】  

⑤  横 断 的 な 課 題 を も っ た 複 雑 な ニ ー ズ を も つ 人 の 相 談 支

援 に 十 分 に こ た え き れ な い こ と【 横 断 的 な 対 応 の 不 備 】 

⑥  難 病 （ 難 治 性 慢 性 疾 患 ）、 高 次 脳 障 害 、 発 達 障 害 な ど 、

障 害 特 性 に 応 じ た 専 門 的 な 相 談 支 援 が 必 要 な 場 合 に 、

身 近 な 地 域 で の 相 談 支 援 が 整 備 さ れ て い な い こ と 【 障

害 特 性 に 応 じ た 専 門 相 談 体 制 の 不 備 】  

⑦  前 記 ④ ～ ⑥ を 支 え る た め の 他 職 種 ・ 機 関 の 連 携 ・ 調 整

の 制 度 的 な 保 障 が な い こ と 【 他 職 種 ・ 機 関 と の 連 携 調

整 体 制 の 不 備 】  

⑧  こ れ ら の 相 談 支 援 体 制 に か か わ る 専 門 職 を 含 め た 人 材

が 大 幅 に 不 足 し て い る こ と 【 人 材 の 不 足 】  

な ど が あ げ ら れ た 。  

ま た 現 在 の 支 給 決 定 と 相 談 支 援 の 関 係 に お い て は 、  

①  本 人 の 希 望 や ニ ー ズ を 聴 き き と り 、 必 要 な 支 援 に つ

い て の 計 画 を 立 案 す る 以 前 に 支 給 決 定 が お こ な わ れ
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て い る た め 、 ほ と ん ど 計 画 策 定 の た め の 相 談 支 援 に

至 ら な い 。  

②  障 害 程 度 区 分 に よ り 国 庫 負 担 基 準 が 定 め ら れ て い る

た め 、 市 町 村 に よ っ て は 、 こ れ が 上 限 設 定 と な っ て

し ま い 、 ニ ー ズ が あ っ て も 支 給 に 反 映 さ れ な い 場 合

が あ る 。  

 な ど が あ げ ら れ た 。  

今 回 の 報 告 で は 、 こ れ ら の 現 状 の 課 題 を ふ ま え て 、 地 域 で

暮 ら す た め に 、 障 害 の あ る 本 人 の セ ル フ マ ネ ジ メ ン ト 、 ま た

支 援 付 き 自 己 決 定 を 支 え る 相 談 支 援 の 在 り 方 に つ い て 、 そ の

役 割 と 機 能 、 お よ び 相 談 支 援 体 制 に つ い て 示 し た 。  

さ ら に 、「 協 議 ・ 調 整 に よ る 選 択 と 決 定 の プ ロ セ ス 」（ Ｃ －

３ － １ ） に つ い て も 、 合 わ せ て 検 討 し た 。 な お 、 第 一 期 の 検

討 に あ た っ て は 、 以 下 の 点 に 留 意 し た 。  

①  目 的 の 順 守  本 人 の 思 い に 添 う 支 援 体 制 づ く り  

②  目 標  目 的 に 添 っ て 機 能 し や す い 支 援 体 制 づ く り  

   当 事 者 参 画 に よ る シ ン プ ル で わ か り や す い 仕 組 み  

 

Ⅱ ． 結 論  

新 た な 相 談 支 援 の 在 り 方 に つ い て  

相 談 支 援 の あ り 方 の 抜 本 的 な 見 直 し（ 質 と 量 ）、エ ン ワ パ ワ メ

ン ト 支 援 、 ピ ア カ ウ ン セ リ ン グ 、 ピ ア サ ポ ー ト の 充 実 に つ い

て の 検 討 結 果 は 以 下 の と お り 。  

論 点 表 （ C-1 -1）、 C-1-2)  C -1- 3 )、 C-1-4 )  

 

１ 「 自 己 決 定 支 援 」 及 び 「 相 談 支 援 」 の 目 的 と 内 容  

 

○ 障 害 の 特 性 や 状 態 に よ っ て 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン や 自 己 表

現 の 在 り 方 は 異 な る こ と は い う ま で も な い が 、 相 談 支 援 は 、

「 障 害 の あ る 人 が 地 域 で 暮 ら し 、 社 会 参 加 し て い く た め の 自

己 決 定 や 選 択 を 、 そ の 人 の 立 場 に た っ て 支 援 す る 」 こ と が 目

的 で あ る 。  

○ さ ら に 、 障 害 の あ る 当 事 者 、 家 族 自 身 が 支 援 を 通 じ て エ ン

パ ワ メ ン ト さ れ て い く こ と も 、 相 談 支 援 の 重 要 な 目 的 と し て

位 置 づ け る 。  

○ 相 談 支 援 の 対 象 は 、 福 祉 制 度 を 利 用 す る 際 の 相 談 の み で な

く 、 障 害 、 疾 病 な ど の 理 由 が あ っ て 生 活 の し づ ら さ 、 困 難 を

抱 え て い る 人 び と に 、 福 祉 ・ 医 療 サ ー ビ ス 利 用 の 如 何 に 関 わ

ら ず 幅 広 く 対 応 す る 。  
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○ 当 事 者 の 抱 え る 問 題 全 体 に 対 応 す る 包 括 的 支 援 の 継 続 的 な

コ ー デ ィ ネ ー ト を 行 う 。  

○ 障 害 の あ る 人 の ニ ー ズ を 明 確 に す る と と も に 、 そ の 個 別 の

ニ ー ズ か ら 、 新 た な 地 域 で の 支 援 体 制 を 築 く た め の 地 域 へ の

働 き か け も 同 時 に 行 う 。 ⇒ 障 害 の あ る 個 人 に 対 す る 働 き か け

と 、地 域 へ の 働 き か け を 行 う 。（ 自 立 支 援 協 議 会 と の 連 携 の 在

り 方 を 明 確 に す る 。）  

 

２ ． 相 談 支 援 の 機 能 と 体 制 に つ い て （ 図 １ 参 照 ）  

 

（ １ ） 多 層 的 相 談 支 援 体 制 の 整 備 充 実 と 各 相 談 機 関 の 役 割 と

機 能  

○ 地 域 相 談 支 援 セ ン タ ー 、 総 合 相 談 支 援 セ ン タ ー 、 広 域 専 門

相 談 支 援 セ ン タ ー の 配 置 を 基 本 と し 、 多 層 的 な 相 談 支 援 体

制 を 整 備 す る 。  

○ 地 域 相 談 支 援 セ ン タ ー 、総 合 相 談 支 援 セ ン タ ー（ 総 称 し て 、

以 下 相 談 支 援 事 業 所 と す る ） は 、 障 害 当 事 者 の 側 に 立 っ て

支 援 す る こ と か ら 、 給 付 の 決 定 を 行 う 市 町 村 行 政 や サ ー ビ

ス 提 供 を 行 う 事 業 所 か ら の 独 立 性 が 担 保 さ れ る 必 要 が あ る 。

そ の た め 、 都 道 府 県 ・ 政 令 市 が 指 定 す る こ と を 基 本 と し 、

地 域 の 実 情 に 合 わ せ て 障 害 保 健 福 祉 圏 域 単 位 や 市 町 村 域 の

単 位 で 障 害 当 事 者 や 障 害 福 祉 関 係 者 、 行 政 関 係 者 が 参 画 す

る 運 営 委 員 会 の 設 置 な ど を 通 じ て 、 必 ず 運 営 の チ ェ ッ ク が

実 施 さ れ る こ と を 担 保 す る 。 財 源 は 出 来 高 払 い で は な く 、

人 件 費 相 当 の 義 務 的 経 費 に よ る 。（ 相 談 支 援 の 事 務 所 等 の 確

保 ・ 整 備 に か か る 費 用 も 含 む ）  

○ 相 談 支 援 事 業 所 は 、 市 町 村 な い し は 広 域 連 合 、 及 び 都 道 府

県 ・ 政 令 市 の 自 立 支 援 協 議 会 の 運 営 （ 事 務 局 ） の 任 を 行 政

と と も に 担 い 、 相 談 支 援 か ら 見 え て き た 新 た な ニ ー ズ に 対

応 す る 地 域 資 源 開 発 を 行 う 。（ こ れ に つ い て は 、地 域 資 源 整

備 チ ー ム に お け る 検 討 内 容 と の 調 整 が 必 要 ）  

○ 相 談 支 援 事 業 所 間 の 連 携 を 目 的 と し た 、 対 応 困 難 事 例 を 含

め た 情 報 交 換 や 相 談 が 可 能 と な る 仕 組 み を 構 築 す る 。  

 

（ ２ ） 地 域 相 談 支 援 セ ン タ ー の 規 模 と 役 割  

○ 地 域 相 談 支 援 セ ン タ ー は 、 も っ と も 住 民 の 生 活 に 身 近 な 圏

域 （ 人 口 ３ ～ 5 万 人 に 1 ヶ 所 を 基 準 と す る ） を 単 位 に 、 都

道 府 県 が 市 町 村 と 協 議 し て 一 定 の 条 件 を 満 た し た 事 業 者 に

事 業 を 委 託 し て 設 置 す る 。（ 都 道 府 県 指 定 、国 庫 補 助 事 業 と
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す る こ と に つ い て は 、 第 二 期 で 継 続 検 討 と す る ）  

○ 本 人 に 寄 り 添 っ た 相 談 支 援（ ア ウ ト リ ー チ を 含 む ）、継 続 的

な 相 談 支 援 を 行 う 。 具 体 的 に は 、 下 記 の よ う な 人 へ の 対 応

を 想 定 す る 。  

① 支 援 を 受 け れ ば 、 あ る 程 度 希 望 の 実 現 や ニ ー ズ の 解 決 が

想 定 で き る 人  

② 生 活 の 質 の 維 持 や 社 会 参 加 に 継 続 し て サ ー ビ ス を 利 用 す

る 必 要 が あ り 、 ま た 希 望 の 表 明 や 制 度 手 続 き 、 サ ー ビ ス 調

整 な ど に 一 貫 し た 支 援 を 希 望 す る 人  

③ 社 会 資 源 の 活 用 を し て お ら ず 、 生 活 が 困 難 な 状 態 に あ り

社 会 参 加 が 果 た せ て い な い 人（ 手 帳 を も た な い 人 も 含 む ） 

④ 部 分 的 に サ ー ビ ス 等 を 利 用 し て い る も の の 、 生 活 の 立 て

直 し を 必 要 と し て い る 人  

⑤ 既 存 の サ ー ビ ス 等 で は 解 決 困 難 な 生 活 課 題 を 抱 え て い る

人  

⑥ 家 族 等 の 身 近 な 関 係 の な か で 問 題 を 主 体 的 に 相 談 で き る

人 が お ら ず 、 踏 み 込 ん だ 支 援 を 必 要 と し て い る 人 （ 虐 待

を 含 む ）  

⑦ そ の 他 、 相 談 支 援 を 希 望 す る 人  

○ 地 域 相 談 支 援 セ ン タ ー の み の 支 援 で は 困 難 な 場 合 は 、 総 合

相 談 セ ン タ ー お よ び 広 域 専 門 相 談 機 関 に 協 力 や 助 言 、 直 接

の 対 応 を 要 請 す る 。 具 体 的 に は 上 記 の う ち 、 ③ ④ ⑤ ⑥ を 想

定 す る 。  

○ 一 定 の 研 修 を 受 講 し た 相 談 支 援 専 門 員 （ 仮 称 ） 3 名 以 上 を

配 置 す る 。（ 相 談 支 援 専 門 員 の 条 件 、研 修 等 の 在 り 方 に つ い

て は 第 二 期 で 検 討 す る ）  

○ 所 属 す る 相 談 支 援 専 門 員 は 、 希 望 す る 人 を 対 象 に 本 人 中 心

支 援 計 画 ・ サ ー ビ ス 利 用 計 画 を 策 定 で き る 。  

 

（ ３ ） 総 合 相 談 支 援 セ ン タ ー の 規 模 と 役 割  

○ 総 合 相 談 支 援 セ ン タ ー は 、 15 万 ～ 30 万 人 の 圏 域 を 単 位 に 、

都 道 府 県 が 市 町 村 と 協 議 し て 一 定 の 条 件 を 満 た し た 事 業 者

に 事 業 を 委 託 し て 設 置 す る 。（ 都 道 府 県 指 定 、国 庫 補 助 事 業

と す る こ と に つ い て は 第 二 期 で 継 続 検 討 と す る ）  

○ 一 般 相 談 の な か で 、特 に 複 雑 な 相 談 事 例 に つ い て 対 応 す る 。

具 体 的 に は 地 域 相 談 支 援 セ ン タ ー か ら の 要 請 に 応 じ て ③ ④

⑤ ⑥ の 対 応 に あ た る 他 、 長 期 に 入 院 ・ 入 所 を し て い る 人 の

地 域 生 活 へ の 移 行 の 相 談 、 刑 務 所 等 か ら 出 所 し て く る 人 の

相 談 等 に 対 応 す る 。  
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○ 地 域 相 談 支 援 セ ン タ ー へ の 巡 回 を 含 め た 相 談 支 援 専 門 員 の

ス ー パ ー ビ ジ ョ ン 、 お よ び 人 材 育 成 （ 研 修 ） を 行 う 。  

○ 一 定 の 研 修 を 受 講 し た 相 談 支 援 専 門 員 ５ 名 以 上 を 配 置 す る 。 

○ 所 属 す る 相 談 支 援 専 門 員 は 、 希 望 す る 人 を 対 象 に 本 人 中 心

支 援 計 画 ・ サ ー ビ ス 利 用 計 画 を 策 定 で き る 。  

 

（ ４ ） 広 域 専 門 相 談 支 援 セ ン タ ー の 規 模 と 役 割  

○ 広 域 専 門 相 談 支 援 セ ン タ ー は 、 都 道 府 県 を 単 位 と し て 設 置

さ れ た 、 障 害 特 性 に 応 じ た 専 門 相 談 を 担 う 。 具 体 的 に は 、

身 体 ・ 知 的 障 害 者 総 合 相 談 セ ン タ ー 、 精 神 保 健 福 祉 セ ン タ

ー 、 発 達 障 害 者 支 援 セ ン タ ー 、 視 覚 障 害 者 支 援 セ ン タ ー 、

聴 覚 障 害 者 支 援 セ ン タ ー 、 難 病 相 談 支 援 セ ン タ ー 、 地 域 定

着 支 援 セ ン タ ー な ど を 含 む 。  

○ 障 害 種 別 、 特 性 に 応 じ た 専 門 的 な 総 合 相 談 を 実 施 す る 。  

○ 地 域 相 談 支 援 セ ン タ ー 及 び 総 合 相 談 支 援 セ ン タ ー 等 へ の 専

門 的 助 言 や 専 門 的 人 材 の 養 成 支 援 を 行 う 。  

○ 本 人 中 心 支 援 計 画 ・ サ ー ビ ス 利 用 計 画 策 定 に あ た っ て の 助

言 を 行 う 。  

 

（ ５ ） 地 域 に お け る エ ン パ ワ メ ン ト 支 援 （ Ｃ － １ -2） に つ い

て  

○ 身 近 な 地 域 で の 相 談 支 援 体 制 （ 市 町 村 、 広 域 圏 、 人 口 ５ 万

～ ３ ０ 万 人 ） に 最 低 １ ケ 所 以 上 、 障 害 の あ る 当 事 者 等 に よ

る ピ ア サ ポ ー ト 体 制 （ エ ン パ ワ メ ン ト 支 援 事 業 ） を 位 置 づ

け る 。  

○ エ ン パ ワ メ ン ト 支 援 事 業 は 、 障 害 の あ る 人 た ち の グ ル ー プ

活 動 、交 流 の 場 の 提 供（ た ま り 場 機 能 ）、障 害 当 事 者 に よ る

自 立 生 活 プ ロ グ ラ ム（ Ｉ Ｌ Ｐ ）、自 立 生 活 体 験 室 、ピ ア カ ウ

ン セ リ ン グ な ど を 提 供 す る こ と で 、 地 域 の 障 害 者 の エ ン パ

ワ メ ン ト を 促 進 す る こ と を 目 的 と す る 。  

○ エ ン パ ワ メ ン ト 支 援 事 業 を 実 施 で き る の は 、 当 事 者 や そ の

家 族 が 過 半 数 を 占 め る 協 議 体 に よ っ て 運 営 さ れ る 団 体 と す

る 。  

○ エ ン パ ワ メ ン ト 支 援 事 業 は 、 地 域 相 談 支 援 セ ン タ ー に 併 設

す る こ と が で き る 。  

 

 

３ ． 相 談 支 援 に 基 づ く 本 人 中 心 支 援 計 画 、 サ ー ビ ス 利 用 計 画

の 策 定 に つ い て （ 図 ２ 参 照 ）  
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○ 本 人 中 心 支 援 計 画 （ 本 人 の ニ ー ズ に 基 づ く 総 合 的 な 生 活 プ

ラ ン ）、 サ ー ビ ス 利 用 計 画 （ 法 が 求 め る サ ー ビ ス 利 用 計 画 ）

を 定 義 す る 。  

○ 本 人 中 心 支 援 計 画 と は 、 本 人 の 希 望 に 基 づ い て 、 相 談 支 援

事 業 所 （ 地 域 相 談 支 援 セ ン タ ー 、 総 合 相 談 支 援 セ ン タ ー ）

の 相 談 支 援 専 門 員 が 本 人 と と も に 立 案 す る 生 活 設 計 の 総 合

的 な プ ラ ン と す る 。 本 人 の 希 望 を 聴 き 取 り 、 そ の 実 現 に む

け た 本 人 の ニ ー ズ と そ の 支 援 の あ り 方 （ イ ン フ ォ ー マ ル な

支 援 も 含 め た も の ） の 総 合 的 な 計 画 策 定 と な る 。）  

本 人 中 心 支 援 計 画 立 案 の 対 象 と な る の は 、 セ ル フ マ ネ ジ メ

ン ト が 難 し い 支 援 付 き の 自 己 決 定 が 必 要 な 人 で 、 相 談 支 援

専 門 員 は 本 人 に 寄 り 添 い 、 本 人 の 思 い や 希 望 を 明 確 化 し て

い く 。  

○ サ ー ビ ス 利 用 計 画 と は 、 法 律 に よ る 福 祉 サ ー ビ ス 等 を 利 用

す る に あ た っ て 、 市 町 村 に 提 出 す る 計 画 。  

本 人 の ニ ー ズ に 基 づ い て 、 福 祉 サ ー ビ ス 等 の 利 用 希 望 を 明 ら

か に す る 計 画 と な る 。  

（ 本 人 自 身 に よ る 策 定 、 ま た は 相 談 専 門 支 援 事 業 所 が 、 本 人

と と も に 策 定 す る こ と が で き る 。）  

○ サ ー ビ ス 利 用 計 画 の 提 出 は 、 法 律 に よ る サ ー ビ ス を 利 用 申

請 す る 際 に 必 須 と す る 。  

 

     

４ ． 支 給 決 定 の 仕 組 み に つ い て (図 ３ 参 照 ) 

Ｃ － ３ － １ 協 議 ・ 調 整 に よ る 支 給 決 定 プ ロ セ ス  

第 一 期 は 、 そ の 概 要 に つ い て 示 す こ と と し 、 よ り 詳 し い シ ス

テ ム （ 特 に ガ イ ド ラ イ ン の 在 り 方 な ど ） な ど は 、 第 一 期 の サ

ー ビ ス 体 系 の 提 案 な ど を も と に 、 第 二 期 で よ り 具 体 的 に 検 討

を す る こ と と し た 。  

 

○ 支 給 決 定 の 仕 組 み に つ い て は 以 下 の と お り と す る 。  

①  支 給 決 定 に あ た っ て は 、 本 人 （ ま た は 相 談 支 援 機 関 ） と 行

政 の 協 議 調 整 を 前 提 と す る 。 実 施 主 体 で あ る 市 町 村 が 支 給

決 定 に つ い て の 決 定 権 （ 責 任 ） を も つ 。  

②  本 人 、 ま た は 本 人 と 相 談 支 援 事 業 所 が 、 本 人 の ニ ー ズ を も

と に 「 サ ー ビ ス 利 用 計 画 」 を 策 定 し 市 町 村 に 申 請 す る 。  

③  市 町 村 は 、 ま ず ガ イ ド ラ イ ン に 基 づ い て ア セ ス メ ン ト を 行

う 。  
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④  ガ イ ド ラ イ ン は 、 市 町 村 が サ ー ビ ス 利 用 計 画 の 内 容 に 基 づ

い て 支 給 決 定 を す る た め の ア セ ス メ ン ト の「 水 準・モ デ ル 」

で あ っ て 、 基 準 や 上 限 を 示 す も の で は な い 。 ガ イ ド ラ イ ン

は 、 全 国 レ ベ ル の 方 向 性 を ふ ま え て 、 市 町 村 で 策 定 す る 。 

（ ガ イ ド ラ イ ン の 指 針 な ど の よ り 詳 細 な 内 容 等 は 、 第 二 期

で さ ら に 検 討 す る ）  

⑤  個 別 の ニ ー ズ に 応 じ て 、 本 人 、 本 人 及 び 相 談 支 援 専 門 員 と

市 町 村 間 で 「 協 議 ・ 調 整 」 を 行 い 、 市 町 村 が 支 給 決 定 を す

る 。 協 議 調 整 は 、「 障 害 の な い 人 の 地 域 生 活 の 水 準 」 及 び 、

「 支 援 事 例 」 に 基 づ い て 検 討 す る 。  

⑥  支 給 決 定 内 容 に 関 し て 、 ガ イ ド ラ イ ン 及 び こ れ ま で の 「 支

援 事 例 」等 で は 判 断  が  困 難 な 事 例 に 関 し て 、市 町 村 は「 合

議 機 関 」 に そ の 意 見 を 求 め る こ と が で き る 。（ 合 議 機 関 の

詳 細 に つ い て は 第 二 期 で 検 討 す る 。）  

⑦  支 給 決 定 内 容 に 対 し て 、 本 人 は 「 市 町 村 ご と に 設 置 さ れ た

不 服 申 し 立 て 機 関 」 に 申 し 立 て を す る こ と が で き る 。（ 不

服 申 し 立 て 機 関 の 詳 細 は 第 二 期 で さ ら に 検 討 ）  

⑧  サ ー ビ ス 実 施 後 モ ニ タ リ ン グ を 行 い 、 支 援 困 難 事 例 な ど に

つ い て 、 相 談 支 援 専 門 員 は 自 立 支 援 協 議 会 に 報 告 す る 。  

⑨  個 別 の サ ー ビ ス 実 施 状 況 の モ ニ タ リ ン グ 結 果 を 受 け て 、 自

立 支 援 協 議 会 に お い て 、 ガ イ ド ラ イ ン の 見 直 し 、 社 会 資 源

開 発 な ど に つ い て 検 討 す る 。  

 

Ⅲ ． 第 二 期 作 業 チ ー ム で の 検 討 事 項  

 

第 １ 期 の 相 談 支 援 体 制 を 踏 ま え て 、 協 議 調 整 に よ る 支 給 決 定

シ ス テ ム の 明 確 化 を 行 う  

○ 論 点 は  

Ｃ － ２ － １ 現 行 の 支 給 決 定 ・ 障 害 程 度 区 分 の 評 価  

Ｃ － ２ － ２ 国 庫 負 担 基 準 の 評 価  

Ｃ － ３ － ２ 支 給 決 定 に あ た っ て の 必 要 な ツ ー ル  

Ｃ － ３ － ３ 自 治 体 担 当 者 の ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 機 能  

Ｃ － ３ － ４ 不 服 審 査 や ア ド ボ カ シ ー の 仕 組 み  

 

○ そ こ で 以 下 の 事 項 に つ い て 、 第 二 期 で 検 討 す る 。  

(1)現 在 の 障 害 程 度 区 分 や 支 給 決 定 に つ い て の 評 価 と 問 題 点

の 検 討  

(2)支 給 決 定 に あ た っ て 必 要 な ツ ー ル（ ガ イ ド ラ イ ン・支 援 の

必 要 度 や 支 給 決 定 の た め の ア セ ス メ ン ト な ど ） の あ り 方 と
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策 定 の 指 針 に つ い て  

（ ３ ） 支 給 決 定 に 際 し て の 「 合 議 機 関 」 の 設 置 や 役 割 に つ い て

の 検 討  

（ ４ ） 不 服 審 査 や ア ド ボ カ シ ー の 仕 組 み  

（ ５ ） 相 談 支 援 専 門 員 （ 仮 称 ） の 役 割 や 位 置 づ け お よ び 研 修 体

制 （ 当 事 者 相 談 員 も 含 む ） の 在 り 方  

（ ６ ）障 害 者 自 立 支 援 法 改 正 法（ つ な ぎ 法 ）」に お け る 相 談 支 援

の 関 す る 、 基 幹 相 談 支 援 セ ン タ ー 等 の 施 行 規 則 や 運 用 基 準

等 が 、今 後 の 新 法 の 方 向 性 と 矛 盾 す る こ と が な い よ う 、「 つ

な ぎ 法 」 の 施 行 規 則 や 運 用 基 準 等 を 精 査 す る と と も に 、 そ

の 整 合 性 に つ い て 検 討 す る 。  

尚 、（ ２ ）（ ３ ） に つ い て は 、 委 員 か ら 、 ニ ー ズ ア セ ス メ ン ト

調 査 の 実 施 や 支 給 決 定 モ ニ タ リ ン グ 委 員 会 の 設 置 と い う 具 体

的 な 提 案 が 出 て い る こ と か ら 、 こ の 提 案 に つ い て も 検 討 を し

っ か り と 行 う 。  

 

 

他 の 作 業 チ ー ム へ の 申 し 送 り ・ 調 整 事 項  

 ○ 法 の 範 囲 に あ る 障 害 を 有 す る か 否 か の 判 断 に つ い て は 、   

  法 の 範 囲 チ ー ム の 「 Ｂ － ２ 手 続 き 規 定 」 の 結 果 に よ る 。  

 ○ 相 談 支 援 機 関 か ら 、 地 域 に 対 す る 働 き か け を 担 保 す る 仕

組 み （ 自 立 支 援 協 議 会 の 役 割 と 相 談 支 援 機 関 と の 関 係 性

に つ い て ） を 設 定 す る  

 ○ 児 童 分 野 、 就 労 分 野 の 相 談 支 援 体 制 （ 現 行 の 就 業 ・ 生 活

支 援 セ ン タ ー 等 の あ り 方 の 再 検 討 を 含 む ） と の 関 係 に つ

い て の 調 整 が 必 要  

 ○ 長 時 間 介 護 の 財 源 調 達 は 、 地 域 生 活 資 源 整 備 チ ー ム で 検

討 す る （ Ｃ － ２ － ２ ）  

 


